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教務部

ア　生徒による授業評
価を実施し、教員の授
業力向上に活かす。
イ　授業公開週間を実
施する。
ウ　授業公開週間にお
いて、ワークショップ型
授業研究会を実施す
る。

・生徒による授業評価の実
施については、継続検討
中。
・2学期の授業公開週間にお
ける参観者は11人であった。
他の行事を兼ねて参観でき
るような仕掛けが必要か。
・アンケート回収38部中89％
で今後自分の授業に参考に
していきたいという回答を得
た。

49% 41% 10% 0%

・授業のありかたについて
は、授業研究会を継続す
ることで実施する。
・授業公開週間は春、秋
の時期に実施する。

１学年

ア　学期ごとにLHRで
生徒による授業評価・
アンケートを実施し、
授業の雰囲気の改善
につとめる。
イ　学年の授業巡回指
導で授業に集中でき
る雰囲気づくりをサ
ポートする。
ウ　学年会や放課後の
各クラスの授業の情報
交換を通し、授業がよ
り良いものとなるよう工
夫する。

12月のアンケート調査では、
真面目に授業を受講できて
いると答えた生徒が75％で
あった。

37% 49% 12% 2%

真面目に授業を受けてい
るが、模試の成績向上に
はつながっていない。今
後、検証が必要。

生徒指
導部

年間を通して、毎月１
回、１週間の期間で授
業規律週間を実施し、
授業規律徹底の指導
に全職員で取り組む。

本年度7回の授業規律週間
で指導対象者の延べ人数は
30名。各回平均4.28人で
あった。「授業規律」の捉え
方と目標設定を見直し、効
果的な指導方法を検討す
る。

29% 43% 24% 4%

「授業規律」の定義・捉え
方、「居眠り」「私語」など
指導項目について再検討
し、それらを日ごろの授業
から徹底できる指導法・体
制・研修会の工夫も並行
しつつ、目標設定をする。

１学年

8時30分～40分の自
習時間や学校設定科
目「ブラッシュアップ
Ⅰ」の時間の活用や宿
題・課題を通して、自
学自習の習慣と家庭
学習の習慣を確立す
る。

授業規律の指導対象者０
名。12月の調査では、1日の
家庭学習時間は平均25分。
1時間以上学習している生徒
は24％であった。

20% 39% 37% 4%

家庭での学習時間向上に
は、各教科の宿題や週末
課題の実施と提出を組織
的に確立していくことが必
要である。

２学年

授業規律週間以外に
も学年独自に授業巡
回を実施。課題提出を
通して自学自習の習
慣をつける。

学年独自の授業巡回などを
実施した。

15% 43% 40% 2%

授業巡回はできたが、生
徒の学習意欲向上に結び
つけるのが課題。

３学年

授業研究を学期に１
回は実施。授業巡回
は、規律週間以外も学
年で巡回。進路実現
に授業で力をつける
具体的な取り組み。

授業規律の指導対象者５
名。週間目標、時間管理は
手帳を有効活用。家庭学習
は個人差あり。 24% 52% 22% 2%

授業規律の指導対象者５
名。週間目標、時間管理
は手帳を有効活用。家庭
学習は個人差あり。

学力向
上委員
会

学校設定科目「ブラッ
シュアップⅠ」におい
て、数学・英語の基礎
的内容の定着を図る。

2学期のＢＵ英語では22人が
1級合格。英語は特に苦手
な生徒が多く、目標を達成で
きなかった。3学期も継続し
て、英語に取り組んでいる。
6級合格は長欠者を除き、全
員達成した。

35% 48% 17% 0%

・ブラッシュアップⅠは数
学科、英語科、第１学年担
当者で、学習指導内容の
位置づけを明確化してい
きたい。
・ブラッシュアップⅡは第２
学年担当者、授業担当者
で扱う教材の精選を考え
たい。

１学年

学校設定科目「ブラッ
シュアップⅠ」におい
て、数学・英語の基礎
的内容の定着を図る。
また、英語・国語の小
テストを毎週実施し基
礎基本の定着をはか
る。

2学期のＢＵ英語では22人が
1級合格。6級合格は長欠者
を除き、全員達成した。3学
期も継続して、英語に取り組
んでいる。 34% 53% 13% 0%

ＢＵにより、成績の上位と
下位の学力の差が明確と
なった。次年度にむけて、
下位層の生徒を如何にサ
ポートするか、具体的な方
法を考えていきたい。

２学年

進路希望別の補習を
実施。特に人文S､理
系には大学受験に対
応できる内容とする。

大学受験を視野に入れた補
習を行った。

26% 60% 13% 2%

入試に対応できる実力を
つける。

３学年

進路別（進学、就職）
の補習を実施。考査
前の希望補習及び指
名補習の実施。

指名補習の参加100％、補
習の参加はのべ100名以上
(1週間単位)。 54% 37% 9% 0%

補習計画の充実。指名補
習の参加100％。休業中
の補習参加者の増加。

〔１〕学力向上を図る。

1

　質の高い授業を
目指し授業力向上
に努める。
ア　授業評価
イ  授業公開の推
進
ウ　職員相互の授
業研究の取り組み

2

　生徒の授業に対
する高い取り組み
意識と自学自習を
確立する。
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3

具体的な教育活動 担当 具体的な取り組み 最終報告

学校自己評価の結果

次年度への展望

　積み重ね学習に
より、基礎基本の確
実な定着をはかる。

学校評議員
学校関係評価
委員の提言

　教職員の授
業力養成のた
めに、さらに研
鑽を積み、生徒
の学習意欲と
理解度の向上
を目指した取
組が必要であ
る。
　基礎学力の
定着及び学習
習慣の確立を
目指した学校と
しての工夫と努
力は評価でき
る。
　自己評価の
悪い項目につ
いては、真摯に
受け止め、課題
を明らかにし
て、改善を図る
必要がある。
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１学年

特色類型の高大連携
講座に他のクラスの希
望者も積極的に参加
させる。また、甲南大
等での学外の希望者
学習会や補習を充実
させる。

10月から進学希望者を対象
に補習を実施。参加希望者
は60名以上であった。現在も
継続して実施している。 48% 50% 2% 0%

次年度の実施予定。志望
校別や習熟度別の選択補
習も検討中。

２学年

連携校を中心に、夏
休みにキャンパスを訪
問し、学習への意欲を
高める。

大学進学者数を増やすた
め、大学の情報を積極的に
生徒に提供し、進路意識を
向上させた。

38% 49% 13% 0%

高大連携講座による進路
意識だけでなく、学力向
上にもつなげたい。

進路指
導部

全学年に進路目標お
よび計画を立ててもら
い、その実施に協力を
する。

・計画通り実施できた。毎週
行う進路指導部会において
（計24回実施1月19日現
在）、各学年の書類報告によ
り、計画の細やかな進度確
認と全員の共有がなされ、効
果的であった。
・東灘版キャリア教育プラン
を念頭に、進路ガイダンス1
つにおいても、丁寧な事前
事後指導と事後アンケートの
実施による生徒の満足度等
の数値化とデータの蓄積を
行うことが出来た。

50% 44% 6% 0%

・本校におけるキャリア教
育や進路指導計画を見直
し、さらなるステップアップ
を目指す。
・各学年が計画立案実施
するにあたり、その指導に
期する効果と成果を全職
員の共通理解を図り、さら
なる緊密な連絡会を行う。

１学年

ライフプラン作成と併
せて高校３年間の目
標を立てさせ、面談等
を通してその実現を援
助する。

現在、2年次の類型選択と並
行して実施中。

28% 57% 15% 0%

2年次には卒業後の展望
を具体化させ、ここにライ
フプランを作成させる予
定。

２学年

進路希望調査をもとに
夏季休業中に、原則３
日間の体験学習を実
施。

夏季体験学習として完全実
施できた。

58% 33% 8% 0%

成果発表の機会の充実。

３学年

計画的な補習、模試
の受験、オープンキャ
ンパスへの積極的な
参加及び進路ガイダ
ンス、進路ＨＲの充
実。

進路指導部のリードの効果
で計画的に実施。

40% 52% 8% 0%

計画立案から90％の実
施。

進路指
導部

・進路広報紙を必要に
応じて作成し、生徒に
配布する。
・各学年に応じた進路
情報を提供する。

・進路のしおりを例年と同様
の内容のみならず、面接に
必要な内容等の改定を行
い、進路指導に役立つよう努
めた。
・広報紙ではないが、保護者
会時に進学に必要な情報を
プリントにまとめて配布。面
談などでの活用に有用で
あった。
・また、夏季面談時に全員に
配布する情報誌と併せて、
希望者が自由に持ち帰るこ
とのできる資料ブースを設
置。
・生徒向けマネープランは有
用であった。

47% 49% 4% 0%

・各学年のニーズに応じた
資料作成や情報冊子の提
供を行う。
・第3学年においては、各
書類の様式についての講
習を生徒・教員共に行い、
共通理解を図る。

１学年

学年通信「FOR ONE」
やLHR・面談等を通し
て、積極的に生徒に
進路情報の発信を行
う。

月１回以上、学年通信を発
行。これまでに進路に関する
担任との面談を随時実施し、
希望者には主任面談を行っ
ている。10月、12月に進路ガ
イダンスを実施し好評であっ
た。3月にも計画している。

48% 50% 2% 0%

学年通信は12号発行。次
年度も継続する。主任面
談は、次年度も実施する。

２学年
生徒面談、三者面談、
学年保護者会を実
施。

生徒面談、三者面談、学年
保護者会を実施。 31% 58% 11% 0%

さらに、情報発信をすべ
き。

３学年

学年通信「39ありがとう
の心」の発行、保護者
会、三者面談、個別面
談を実施。

年間16号を配布し、最後に
卒業式号を発行予定。電話
連絡100％実施。 45% 51% 4% 0%

学年通信を年間15号以上
発行。電話連絡100％。保
護者会の参加人数増加。
三者面談の内容の発展。

- ２ -

最終報告

学校自己評価の結果

5

　３年間を見通した
進路指導計画に基
づき、各学年にお
ける進路指導の充
実を図る。

4

　高大連携をはじ
めとする異校種連
携や､学校外の研
修など発展的な学
習の取り組みを推
進する。

〔２〕 キャリアデザインの充実と希望進路の実現を図る。

6

進路広報紙や面談
などを通じて、進路
情報の積極的提供

を行う。

具体的な教育活動
学校評議員

学校関係評価
委員の提言

担当 具体的な取り組み 次年度への展望

　各学年が情
報及び手法の
引き継ぎ・共有
化を組織的に
行い、高校３年
間を見通した
指導がさらに計
画的、継続的
に推し進められ
ることを期待す
る。

　さらに異校種
連携を推進し、
発展的な学習
の取り組みを期
待する。
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進路指
導部

実力試験の実施を計
画し、結果の提供およ
びデータの蓄積をおこ
なう。

・模擬試験の結果を前期・後
期で計2回、職員会議で報
告、共通理解を図った。た
だ、細やかな比較までには
至らなかった。
・各学年に対しては、それぞ
れの傾向を踏まえ、必要な
進路情報を案内した。
・第3学年はBenesse担当者
を招き、模試のデータに基
づいた入試検討会等行っ
た。

34% 45% 21% 0%

・実力試験の有用な計画
実施を行うとともに、情報
の分析結果を教員間で情
報共有を行い、学力向
上・進路実現に活用する。

１学年

年４回の実力試験の
実施にあわせて事前・
事後の指導をしっかり
おこなうとともにデータ
の蓄積と分析をおこな
い活用する。

実力試験ごとに結果分析と
学力検討を行った。生徒
個々の情報を共有し、学年
全体の3年間のビジョンを再
確認した。今後、各教科のビ
ジョンを明確にする予定。

40% 47% 13% 0%

ハイレベルの大学進学希
望者に対する学年全体の
ビジョンは確認できてい
る。しかし、東灘高校の実
情に合った成績向上の仕
組み（戦略および戦術）
は、現在模索中。

２学年

進路指導部や各教科
と連携を図り、模試
データを活かした指導
を行う。

生徒面談、三者面談、学年
保護者会を実施。

28% 53% 19% 0%

模試データを活かす進路
指導をする。

３学年

進路指導部と連携を
図りながら、データ分
析及び面談方法を学
年で検討。

結果分析及び指定校、公募
推薦検討会、一般入試検討
会及び面談を実施し、情報
の共有と効果的な指導を
行った。

41% 46% 9% 4%

模試データの結果分析及
び志望校検討会を実施
し、情報の共有と効果的
な指導で面談を行う。

進路指
導部

昨年度立案した内容
を具現化する。

・３段階評価（A・B・C）のB評
価以上が80％になるよう指
導している。年間計画を組
み、段階的な指導を行って
いることで、生徒の意識も変
わってきているように感じる。
・年度末に向けて、アンケー
ト調査の実施および、その内
容の検討することを計画中。

31% 60% 9% 0%

・今年度の内容を総括し
検証し、次年度において
も生徒に有用な内容を計
画実施する。

２学年

進路ガイダンス、体験
学習の事前事後指導
を実施。

夏季体験学習Ｂ以上の評価
が80％以上達成できた。 44% 54% 2% 0%

事後指導のアンケートの
有効活用の策を考える。

３学年

進路に対する実力の
向上のため、英語、教
養、情報、リポートの分
野で効果的な実施の
工夫。

３段階評価（A・B・C）のＢ評
価以上が87％を達成。

42% 52% 6% 0%

３段階評価（A・B・C）のＢ
評価以上が80％。

進路指
導部

・進路指導における
キャリア教育の計画を
立案し、本校キャリア
教育の基礎を形作る。
・東灘版体験学習の
基本形の定着と事前・
事後指導の充実を図
る。

・キャリア教育の計画内容の
90％以上が実施できた。
・キャリア教育の基礎を形づ
くれたが、今後さらなる見直
しをはかり、計画していく。
・事前事後指導も各４～５時
間実施し、十分にできた。
・体験学習後のアンケートで
85％の生徒が満足している
と回答している。

55% 40% 4% 0%

・東灘高校としての3年間
を見通した“夢をかたちに
するキャリア教育”の定着
を目指すとともに、「特別
活動」での段階的・横断的
な指導を行う。
・東灘版体験学習の事
前・事後指導の充実発展
を目指す。

１学年

職業人インタビューや
職業人と語る会・職業
調べなどの進路学習
を通して望ましい勤労
観や職業観を育成す
る。

12月の調査では、進路未決
定者が20%であったが、4年
制大学進学希望者が36％に
なり、入学当初よりも増加し
ている。

33% 52% 15% 0%

卒業後のビジョンを明確
にしていくことにより、4年
制大学進学希望者を50%
以上にしたい。

２学年

進路指導部と連携し、
勤労観、職業観の育
成のため、体験学習を
実施。

夏季体験学習Ｂ以上の評価
が80％以上を達成できた。

48% 46% 6% 0%

夏季体験学習は良い意味
で定着してきたい。

３学年

進路指導部と連携を
図りながら、進路ＨＲ
や継続的面談を通し
て、生徒の適正を見極
め、就職に対する意識
づけを徹底させる。

就職学校斡旋の内定率
100％を達成。

88% 13% 0% 0%

就職学校斡旋の内定率
100％。アルバイトの生徒
を出さない指導。

　模試結果の
分析を有効に
活用し、生徒の
進路意識の高
揚につながる
「競走意識を持
たせる」ため等
の様々なしかけ
の立案を期待
する。
　体験学習が
進路指導にうま
く反映されてい
る点は評価でき
る。
　就職希望者
については、生
徒個々に応じ
たていねいな
指導がなされて
いることは評価
できる。
　さらに、発展
的課題に取り
組んで欲しい。

具体的な教育活動 担当 具体的な取り組み 最終報告

学校自己評価の結果

　実力試験（模試）
の実施により、学力
の到達度を測るとと
もに意識向上を図
る。

9

　キャリア教育を推
進し、望ましい勤労
観や職業観を育成
する。

- ３ -

7

学校評議員
学校関係評価
委員の提言

次年度への展望

8
　「総合的な学習の
時間」の効果的な
実施を図る。
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進路指
導部

各学年への進学補習
実施を働きかけ、四年
生大学・短期大学へ
の進学率の向上、およ
び、関関同立・産近甲
龍レベル合格者増加
を目指す。

・夏季補習・冬季補習共に3
学年で実施。また、通常補
習も継続実施。
・学年ごとの生徒の雰囲気に
応じた効果的な声かけの依
頼。
・進学率の向上を目指して
指導中。現在、指定推薦者
が40名（うち、四大28名、短
大11名、医療系専門学校1
名）、AO・公募制推薦進路
決定者128名（うち、四大61
名、短大23名、医療系専門
学校12名、その他の専門学
校32名）である。四年制大
学・短大への進学率49.4％。
・関関同立・産近甲龍レベル
合格者現在５名合格
・就職学校斡旋希望者
100％内定。

40% 48% 10% 2%

・学力向上の観点から、各
教科主任や学年主任との
連携を行い、進学補習の
計画をサポートする。
・各学年への進学補習実
施を働きかけ、四年生大
学・短期大学への進学率
の向上、および、関関同
立・産近甲龍レベル合格
者増加を目指す。

１学年

進学補習や学習会を
実施し、自学自習と家
庭学習の習慣を身に
つけさせ、一般入試に
通用する学力を養う。

12月実施の進路マップにお
いて、Ｂゾーン以上の生徒が
39名。国語は79名、数学は
66名、英語は40名であった。 44% 46% 10% 0%

成績上位層（Bゾーン）が
徐々に減少しつつある。
生徒に対する意識の高揚
を図るための具体的な取
り組みを考えたい。

２学年

長期休業中の補習に
加えて、毎日の補習を
実施。

人文S、理系は原則全員補
習参加とし、９月から進学補
習を実施できた。

43% 49% 9% 0%

補習で、さらに学力向上を
はかる。

３学年

月曜以外に毎日の実
施。英語、日本史、古
典、数学、化学、現代
文、就職補習を実施。

大学、短大の進学率60％を
目標。関関同立、産近甲龍５
名（１/15現在）。現役で関西
学院大学、関西大学の合格
を獲得。

48% 38% 10% 4%

大学、短大の進学率60％
を目標。関関同立、産近
甲龍レベル合格者10名以
上。

総務部

マナーの向上に結び
付けるように校内美化
や花壇の整備等に力
を入れる。

丁寧な日々の水やりなどに
より、花壇等をよい状態で長
く保つことができた。校内の
清掃状況をおおむね良好を
保てた。

39% 51% 8% 2%

丁寧な日々の水やりなど
により、花壇等をよい状態
で長く保つ。校内の清掃
状況を良好に保つ。

生徒指
導部

・月間遅刻指導や1年
生での8：30登校を実
施し、学年との連携の
もと、時間厳守の意識
を高め、遅刻者を減少
させる。
・服装違反指導を実施
し、正しい服装の着こ
なしを身に付けさせ
る。
・登下校指導やPTA・
保護者と連携した「お
はよう運動」を実施し、
登下校マナーの向上
とあいさつの習慣化を
図る。
・全校集会や登下校
指導、校内巡回、特別
指導プログラムの実施
により、規範意識を向
上を図り、特別指導を
減少させる。

・1月現在、月間遅刻指導対
象者ののべ人数は、76名。
月平均7.6名。
・1学年については、8：30登
校の実施により、教務的な遅
刻は減少している。
・1月現在、服装指導の対象
者は計10名。SHRや授業の
開始時など指導を徹底する
場面を設定していきたい。
・登下校の苦情に対しては、
立ち番・巡回、朝礼でのアナ
ウンス等で即座に対応して
いる。苦情件数を目標設定
項目にすることには検討の
余地あり。
・特別指導は1月現在17件。
8月、9月、12月、1月が特別
指導0件である。

42% 48% 10% 0%

・8：30登校は遅刻減少に
効果的といえるため、次年
度も引き続き実施する。
・服装指導については、改
めてあるべき服装につい
ての共通認識を形成し、
個々の教師が注意・声か
けを徹底する体制を再構
築する。
・おはよう運動は、これま
での者の継続ととともに、
正門付近での生徒参加の
おはよう運動も実施した
い。
・全校集会や研修会、生
徒指導通信などを対職
員・対生徒の指導方策・
情報発信として活用する。

１学年

カウント制の遅刻指
導・服装指導・携帯指
導や登・下校指導を徹
底し、基本的生活習
慣を確立させ、自発的
に正しい服装を身に
つけさせるると共に
ルールを遵守させる。
また、授業や集会を通
して、時間厳守や挨拶
の励行・TPOに合わせ
た言葉遣いやマナー
の指導を徹底する。
日々の清掃指導を徹
底し、学習環境の整備
に努める。

月間５回以上の遅刻及び携
帯指導での保護者来校は9
名。月間10日以上の欠席者
は12名、そのうち転学・退学
者は5名であった。特別指導
９件。

21% 58% 21% 0%

８：３０登校は有効的で
あった。特別指導を含む
指導件数の減少は、現在
の指導実践を継続しつ
つ、その原因を検証して
いくことが必要である。

　進学補習を組織
的・計画的に行う。

具体的な教育活動

学校自己評価の結果

次年度への展望
学校評議員

学校関係評価
委員の提言

11

　基本的な生活習
慣の確立と規範意
識の一層の育成に
努める。
ア　時間厳守、挨
拶の励行、校内美
化に取り組む。
イ　ルールの遵守と
マナーの向上。

具体的な取り組み 最終報告

10

- ４ -

〔３〕 生徒指導の充実

担当

　進学補習の
充実について
は、喫緊の課
題でもあり、生
徒個々に応じ
たていねいな
指導となるよう
配慮し、一層の
推進を期待す
る。

　規範意識に
ついての日々
の取り組みは
評価できるが、
まだ不十分な
部分もある。
　より高い到達
点を目指して、
さらに計画的で
ねばり強い指
導を期待する。
　今後も、学校
全体での継続
的な取組が大
切である。
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２学年

欠席生徒には、必ず
家庭連絡をして状況
の把握と家庭の協力
を得て、対応を考え
る。挨拶の励行。学年
団から積極的に生徒
に挨拶の声をかける。

欠席生徒への家庭連絡で、
状況の把握と対応ができた。
月間遅刻指導はは年間を通
してあった。 26% 43% 30% 2%

家庭への丁寧な対応は、
信頼関係をつくるのに役
立つ。

３学年

欠席、遅刻者数の減
少のため、週に２回以
上の欠席または遅刻
があった生徒は個別
面談を実施。教職員
の積極的なあいさつ
運動。問題行動「０」。

月間５回以上の遅刻での保
護者来校２名。週に２回以上
の欠席・遅刻で面談指導を
する生徒の減少。特別指導
５件（２、３学期は無し）。 21% 57% 21% 0%

学校としての欠席・遅刻人
数の減少戦略を実施。月
間５回以上の遅刻での保
護者来校を０名。週に２回
以上の欠席・遅刻で面談
指導をする生徒が５名以
下。問題行動０件。

総務部

･日々の清掃指導の徹
底（掃除監督者の指
導の徹底） 毎日の清
掃活動に真剣に取り
組むように、声かけを
行う。

おおむね良好な清掃活動が
定着した。階段や廊下の隅
に安易にゴミを捨てる生徒へ
の指導が今後の課題。 13% 63% 23% 2%

良好な清掃動の定着。階
段や廊下の隅に安易にゴ
ミを捨てる生徒への指導
が今後の課題。

生徒指
導部

・部活動全入制を実施
と行事での部活動の
活躍場面設定により、
部活動の活性化を図
る。
・生徒会の活動内容の
検討と改善を行う。
・学級経営に関する研
修会を実施し、生徒の
社会性や自主性の育
成、自己実現を図る方
法を共有する。

・3年生引退後の1月現在の
1・2年生の部活動加入率は
58.8％。1年生全入制に加え
て、活動継続のための手立
て、2・3年生の再加入の機
会が必要。
・研修会・勉強会については
2・3月に2回予定している。
指導の徹底、初歩的なミスの
回避には、不可欠であると考
えている。

16% 54% 24% 6%

・部活動全入制を引き続
き実施するとともに、活動・
活躍の様子や魅力の発信
を強化することで、部活動
活性化を図り、部活動加
入率を上昇させる。また新
入生の入部だけでなく、2
年生の再入部の機会につ
いても検討する。
・従来の生徒会行事での
役割拡大や、新たな生徒
会行事の企画・運営を通
して生徒会活動の活性化
を図る
・学級経営に関する研修
会を各学期1回実施し、学
級づくり・集団作りの方法
を向上・共有する。

人権教
教育委
員会

各学年、講演会や
『HUMAN RIGHTS』等
を活用して人権ＬＨＲ
を実施する。

教科や生徒指導部等とタイ
アップして、各学期、様々な
形で人権教育を実施した。 19% 43% 36% 2%

各学年の人権担当者との
連携を密にし、より実効性
のある人権教育を目指
す。

１学年

１学年部活動全入制
の充実・改善を図る。
ボランティア活動や特
別教育活動への積極
的な参加を促す。

２学期以降の入部率は68％
であったが、冬休みに退部し
た生徒もいるようだ。入部率
80％以上は達成できなかっ
た。

17% 46% 35% 2%

入部率80%以上は理想て
あるが、生徒に対する啓
発の方法を再考し、更に
学校全体の組織的な連携
が必要である。

２学年

中核の学年としての意
識と行動をする。ＨＲ
や学年集会で意識づ
けをする。

修学旅行を契機として、５分
前集合ができつつある。

27% 42% 25% 6%

５分前行動実現を目指
す。

３学年

最高学年としてのＴＰ
Ｏに応じた行動力。

教科や生徒指導部等とタイ
アップして、各学期、様々な
形で人権教育を実施した。

31% 58% 6% 4%

活躍の場を学年通信等で
発信。学校行事の生徒満
足度85％以上。

13
　教育相談の充実
を図り、生徒の内面
理解に努める。

生徒指
導部

登下校指導や校内巡
回によって生徒の情
報・様子を把握し学年
と共有することで、気
になる生徒への早期
対応と内面理解を図
る。

・今年度最も効果的な生徒
指導部の取り組みが、毎日
の立ち番・巡回指導であった
と考えている。カインズ前や
正門のほか、深江駅やバス
停でも立ち番・巡回を実施
し、考査期間中の放課後に
も実施した。挨拶やゴミ拾い
の取り組みも有効であった。
・毎週水曜日に生徒指導部
専部会、木曜日に生徒指導
部会を開き、情報や指導法
の共有や検討に活用した。

64% 34% 2% 0%

・引き続き登下校指導や
校内巡回を充実し、校内
の美化状況や服装、あい
さつなどから生徒の様子
を把握し共有することで、
生徒指導方針の立案や、
生徒への早期対応を図
る。また、立番・巡回の留
意点やノウハウを職員会
議などで共有する。
・生徒指導専部会、生徒
指導部会を週1回定期的
に開き、情報共有や指導
の基準合わせ、生徒指導
方針確認等に活用する。

担当 具体的な取り組み 最終報告

学校自己評価の結果

12

　学習活動との調
和を図りながら、生
徒の自主的能力の
育成・支援に努め
る。
　ＨＲ活動、生徒会
活動、学校行事、
部活動の充実。

11

　基本的な生活習
慣の確立と規範意
識の一層の育成に
努める。
ア　時間厳守、挨
拶の励行、校内美
化に取り組む。
イ　ルールの遵守と
マナーの向上。

具体的な教育活動
学校評議員

学校関係評価
委員の提言

次年度への展望

- ５ -

　規範意識に
ついての日々
の取り組みは
評価できる部分
もある。
　生徒指導部と
各学年との連
携が課題であ
る。
　部活動の充
実等、より高い
到達点を目指
して、さらに計
画的でねばり
強い指導を期
待する。
　今後も、学校
全体での継続
的な取組が大
切である。
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保健部

学年･関係各部と連携
して実態に合わせた
命・心の教育を展開す
る。

毎週水曜日の教育カウンセ
ラーによる教育相談を活用し
てもらい、内容を先生方で共
有し、生徒理解に努めた。 45% 51% 4% 0%

毎週水曜日の教育カウン
セラーによる教育相談を
活用し、有益な情報を先
生方と共有できた。次年
度も取り組みを更に深め
たい。

１学年

生徒情報を普段から
随所でキャッチし、生
徒理解に努めるととも
に、関係部署と情報を
共有し、早期対応を心
掛ける。人権教育をＬ
ＨＲ年間指導計画の
中に位置づけ推進し、
人権意識を高める。

進路変更者8名。長期欠席
者7名。いじめの認知件数3
件。解決済みだが、現在も継
続して指導している。

34% 47% 17% 2%

進路変更者の多くは、学
業不振によるものであっ
た。今後、低学力の生徒
に対する学年全体として
の取り組みを検討し、進路
変更者の減少につなげた
い。

２学年

ＨＲで、人権教育、多
文化理解を図る。カウ
ンセラーによる教育相
談を勧める。

カウンセリング、気づきシート
の活用で生徒情報を得るこ
とができた。 36% 49% 15% 0%

カウンセラーの活用で、生
徒理解につなげる。

３学年

人権ＨＲを活用し、人
権教育、多文化理解
の充実。

進路変更者4名、長期欠席
者０名。 32% 49% 17% 2%

進路変更者、長期欠席者
０名。

生徒指
導部

・幼稚園との芋掘り体
験活動や、高齢者との
ふれあい活動を継続
して行う。
・ボランティア活動の
案内・募集を促進し、
生徒が参加する機会
を増加させる。

・1月現在、ボランティア20件
を達成した。参加生徒は50
名以上。今後は、ボランティ
ア同好会発信の活動を検討
していく。

58% 40% 2% 0%

・年間の参加ボランティア
活動件数を30件以上にす
る。
・ボランティア同好会や生
徒会による企画・発信の
地域活動・ボランティア活
動を1学期に1件以上実施
する。
・ボランティア参加生徒を
全校生徒の3割以上にす
る。

１学年

クリーン作戦を通し
て、美化意識と社会貢
献の意識を高める。

３学期に実施予定。

32% 55% 14% 0%

3月14日に実施予定。

２学年

地域に貢献するため、
クリーン作戦を実施。

３学期に実施。

33% 53% 13% 0%

地域貢献活動のひとつと
してとらえる。

３学年

クリーン作戦への取り
組みに個人の役割分
担を明確にし、責任感
を育てるよう指導す
る。

１学期に実施し意欲的に取り
組めた。

51% 45% 4% 0%

生徒の自己肯定感が育つ
事前指導の実施。

保健部

自らの健康課題に気
づき、心身の健康の保
持増進が図れる実践
力を育てる。

文化祭(６月)、体育祭(９月)
でも保健委員会として活動し
て自らの健康課題を考えさ
せた。年末の学校保健委員
会の研究発表に取り組み、
よくまとめた。

43% 54% 2% 0%

来年も文化祭(６月)、体育
祭(９月)、年末の学校保健
委員会の活動を充実させ
ていきたい。

１学年

関係各部と連携して、
予防に焦点を当てた
健康・心の教育を展開
する。

1月現在、進路変更者は9
名。

27% 69% 4% 0%

進路変更者の内、心身の
健康に起因する不登校生
徒が3名いた。迅速な対応
と保護者の協力体制が妥
当であったかを今後検討
したい。

２学年

基本的な生活習慣の
確立と生徒への面談
やカウンセリングの実
施。

生徒や保護者への面談が出
来た。 31% 58% 9% 2%

生徒や保護者と話す機会
を増やし、信頼関係を構
築する。

３学年

時間管理能力、自己
管理能力を育てる。プ
ラス思考を習慣化する
取り組みや発言の指
導。

各自が使用している手帳に
よる生活リズムのデータ化。
生活行動の分析を１週間単
位でチェックを行った。

38% 56% 7% 0%

各自が使用している手帳
による生活リズムのデータ
化。朝食を習慣化。.生活
行動の分析。

15
　健康に対する自
己管理の態度・能
力を育成する。

〔４〕 健康・体力の増進と安全教育の推進

14
　地域の活動への
参加、ボランティア
活動を推進する。

次年度への展望

　教師として生
徒の心に響く
言葉を投げか
けることが大切
である。
　生徒理解に
ついては、さら
に家庭との連
携を密にし、継
続的な指導し
ていく必要があ
る。
　「人間らしさ」
の醸成等、課
題は多い。
　地域との連携
については、評
価できる。学校
としての目標で
もあり、さらに組
織的に推進す
べきであろう。

　日々の生活
の基盤となる健
康維持につい
て啓発し、生徒
の意識をより高
めて欲しい。

13
　教育相談の充実
を図り、生徒の内面
理解に努める。

具体的な教育活動 担当 具体的な取り組み 最終報告

学校自己評価の結果
学校評議員

学校関係評価
委員の提言

- ６ -
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保健部

学年･関係各部と連携
して生徒の情報を入
手し、カウンセラーに
相談しながら特別支援
教育委員会（いじめ対
応チーム）機能させ、
生徒を育成する。

各学年の気になる生徒に対
して気づきシートを実施し、
その結果を特別支援教育委
員会・職員会議でフィード
バックし、生徒理解を共有し
た。

44% 46% 10% 0%

引き続き、来年も各学年
の気になる生徒に対して
気づきシートを実施し、生
徒理解を共有していきた
い。

１学年

関係各部と連携して、
予防に焦点を当てた
命・心の教育を展開す
る。

1月現在、いじめの認知件数
は３件。解決済みだが、現在
も継続して指導している。 24% 59% 17% 0%

いじめはいつでも起こりう
るという感性を持ち続け、
次年度も認知件数０を目
指したい。

２学年

学年集会やＨＲで思
いやりの心を育てる。

いじめアンケートを実施し、
生徒理解ができた。 26% 57% 17% 0%

常に相手を思いやる気持
ちをもたせることが重要。

17 　基礎体力の向上
を図る。

保健部

教科や行事と連携を
図り、活力ある生活を
支え、たくましく生きる
ための基礎体力を養
う。

先生方が教育活動全体を通
じて基礎体力育成に励める
ように援助した。 32% 55% 13% 0%

来年も先生方が教育活動
全体を通じて基礎体力育
成に励めるように援助して
ゆきたい。

18

　中学校訪問など
を活発に行い、外
部への積極的な情
報発信に努める。

校務運
営委員
会

学校新聞、ホームペー
ジ等、配付資料の充
実を図り、より広域へ
の情報発信を行う。

中学校訪問を6回実施、20
の塾を訪問し、本校の教育
内容の宣伝に努めた。ホー
ムページは随時更新、配付
資料の改訂、旧神戸第1・芦
屋学区に加え、第2・3学区
への広報活動も展開した。

46% 40% 12% 2%

学区改編後の受検生の動
向を踏まえ、的確に本校
の教育内容の宣伝を行
う。広報活動についてはよ
り効果的な方法を考案す
る。

総務部

・オープン・ハイスクー
ル等の充実・改善（８
月・11月）　本校の良さ
が伝わるように、内容
に工夫を重ねる。
・ホームページは分か
りやすい画面を工夫
し、より伝わりやすくす
る。

・特色選抜をより理解しても
らえるように生徒によるプレ
ゼンテーションを行った。当
日のアンケート結果で好評を
得た。
・ブログは時間をおかず更新
することができたが、ホーム
ページはもっと充実させる必
要があった。

38% 44% 16% 2%

・特色選抜をより理解して
もらえるように生徒による
プレゼンテーションを目指
す。当日のアンケート結果
で好評が得られるようにす
る。
・ブログのリアルタイムの更
新及びホームページのさ
らなる充実が課題である。

保健部

生徒の健康課題等、
実態に合わせた保健
だよりを発行する。

保健室に来室する生徒より
実態を把握し、それに対応し
た保健だよりを発行するよう
に努めてた。

46% 54% 0% 0%

来年も生徒の実態を把握
し、それに対応した保健だ
よりを発行するように努め
てゆきたい。

総務部
地域と連携し合同防
災避難訓練を実施す
る。

講演会を含め、より実効性の
ある形で実施した。 34% 56% 4% 6%

訓練の結果を踏まえ、防
災マニュアルの見直しを
進める。

保健部

月１回、保健部会を開
催し、生徒の情報交換
および学年との連携を
図る。

連携に勤めた結果、昨年より
２クラス増にもかわわらず、保
健室利用者は減少した。 50% 50% 0% 0%

来年度も生徒が学習に進
路に頑張れるように側面
から援助してゆきたい。

地域貢
献実行
委員会

地域と連携し合同防
災避難訓練を実施す
る。

深江浜地域合同防災避難
訓練としてプログラムの改善
を積極的に行い、地域や多
くの団体にご協力いただき、
ある程度の成果をあげること
ができた。

47% 43% 6% 4%

深江浜地域合同防災避
難訓練については、昨今
の情勢を踏まえ、さらなる
プログラムの改善を行い、
少しでも大きな効果がある
ものを目指す。

１学年

学年通信を月１回以
上の頻度で発行する。
無断遅刻・欠席者は
直ちに家庭に連絡、
１ヶ月に欠席３日以
内、遅刻３回以内を基
準に、上回る生徒への
生徒面談及び保護者
への連絡を行う。さら
に回を重ねる者は保
護者来校のもと指導。

1月までに欠席・遅刻を理由
に保護者来校のもと指導し
た生徒16名。目標を達成で
きなかった。

15% 48% 35% 2%

保護者来校のもとで指導
した生徒は、ほとんどが常
習化している生徒であっ
た。罰則を与えるだけでな
く、日々の学校生活の中
で前向きな気持ちを構築
させる仕組みを考えてい
きたい。

２学年

学年通信を１５回程度
発行する。遅刻、欠席
の場合は必ず家庭連
絡をする。頻度の高い
生徒には保護者来校
の上、指導。

1月で通算学年通信発行26
回、行事予定など学校や学
年の情報を発信できた。

33% 52% 15% 0%

学年通信で情報発信する
ことは、続けるべき。

19

　中学校説明会の
工夫・改善やホー
ムページの充実と
迅速な更新に努め
る。

　保護者・地域との
連携を図ると共に、
開かれた学校作り
を推進する。

〔５〕 広報活動の充実

16
　自他の安全に対
する意識と実践力
を育成する。

学校自己評価の結果

具体的な教育活動 担当 具体的な取り組み 最終報告 次年度への展望
学校評議員

学校関係評価
委員の提言

20

- ７ -

　生徒の内面
からの理解に
努め、喫緊の
課題としてのい
じめの早期発
見、早期解決
のために、備え
る必要がある。
生徒の自己有
用感の醸成
に、より努めて
欲しい。

　さらに、有効
な情報発信を
期待する。
　オープン・ハ
イスクールや学
校説明会で、
東灘高生が自
分の言葉で直
接説明をする
機会をもつこと
は、効果的であ
ろう。より有意
義なふれあい
の場が設定さ
れることを期待
する。
　「開かれた学
校」を目指し
て、さらに工夫
して欲しい。
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20

　保護者・地域との
連携を図ると共に、
開かれた学校作り
を推進する。

３学年

学年通信を月１回以
上の発行。日々の些
細な電話連絡の充
実。保護者来校及び
家庭訪問での指導。

進路関係の学年指導で保護
者面談を５件実施。個別の
保護者面談も必要に応じて
実施。 38% 54% 8% 0%

保護者への連絡のうえ、
家庭との協力がさらに必
要な場合は三者、四者面
談を実施。

１学年

学年経営方針を学校
評価に明確に位置づ
け、評価指標を設定
し、クリアーできるよう
努める。

現在、評価指標達成に向け
て取り組んでいる。

31% 54% 15% 0%

指標目標を達成するに
は、それぞれの項目にお
いて具体的な実践方法を
明確にすることが必要で
ある。本年の反省を踏ま
え、それぞれの指標到達
方法を具体的化していき
たい。

２学年
風通しのよい集団づく
り

学年で情報を共有できた。
26% 57% 17% 0%

情報の共有はもっとすす
めるべき。

22

　将来構想委員会
等が中心となって、
ボトムアップ方式で
全職員の協同体制
を構築する。

将来構
想委員
会

将来構想委員会を発
足させ、現状の分析を
もとに、短、中期的に、
学校の活性化を図る。

本校の教職員向けのアン
ケート「生徒が社会で活躍で
きる東灘高校をつくるため
に」を実施し、進路、特色選
抜、部活動の３つの観点か
ら、学校活性化に向けて新し
い目標を提案できるよう現在
とりまとめている。

17% 50% 23% 10%

今年度まとめた新しい目
標・提言を中心に、全職
員の協同のもと、できるも
のから実行に移していく。

１学年

毎週の学年会で現況
報告と分析・情報交換
を行い、学年経営の
改善に努める。

8:30登校は遅刻者減少につ
ながり効果的であった。学年
会議では毎回現状報告と情
報交換を行い、模試の結果
分析と今後の戦略について
協議した。

55% 43% 2% 0%

より効果的なものになるよ
うに更なる改善が必要で
ある。

２学年

各種会議の議題や資
料の事前準備の徹
底。会議の精選と時間
短縮。

学年団で情報の共有して改
善できた。

40% 49% 11% 0%

さらに会議の精選をすべ
き。

３学年

各種会議の議題や資
料の事前配付及び事
前準備の徹底。会議
の時間短縮や精選。
毎週の学年会議の充
実。

35回の定例学年会議で進路
指導部に出席いただき情報
共有や指導の徹底を行っ
た。 42% 52% 6% 0%

学年会議での生徒情報や
共有事項の徹底。発展的
改善への行動力。前年度
の事例をもとに危険予知
能力のレベルアップ。

23

　適切なスクラップ
アンドビルドに努
め、学校改善に努
める。

〔６〕 その他

21

　学校評価を用い
た評価システムを
確立し、活力ある学
校作りを推進する。

担当

　学校評価の
結果を真摯に
受けとめ、地道
に取り組んで欲
しい。
　生徒にとって
いろいろな意味
で楽しい学校を
目指すことが
様々なよい実
績につながる。

- ８ -

具体的な教育活動 具体的な取り組み 最終報告

学校自己評価の結果

次年度への展望
学校評議員

学校関係評価
委員の提言


